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2axy  と xy elog の接点の x座標を t とすると tta elog2   ──① 
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xy sin2 と xay 2cos の接点の x座標を )20( ≦≦tt とすると 

ttatat 2cossin22cossin2   ──① 

tx  における接線の傾きが一致するので 

 0)1sin2(coscossin42sin2cos2  tttttt  ──② 
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以上により、
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それぞれ図示すると、下の通りである。 
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